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ン
到
来

長

浜

番

本

夏

の

/ 

い
よ
い
よ
夏
本
番
と
な
り
、
海
水
浴

の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

観
光
協
会
で
は
、
昨
年
、

一
昨
年
と
、

止
む
な
く
遊
泳
を
禁
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
、
海
聞
き
祈
願
倶
言
行
い
、

長
浜
海
水
浴
場
に
仮
設
シ
ャ
ワ
ー
や
ト

イ
レ
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
ま
た
、
当
町
で
は
、
長
浜
夏
ま
つ
り

(
日
ベ

l
ジ
掲
載
)
や
土
曜
夜
市
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ご
家
族
連
れ
や
友
達
同
士
な
ど
、

昨年のフォトコンテスト「夏の部Jの推薦作品「長浜の夏J(白石久士)
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ぞ

高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
豊
か

長
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
半
面
、
我
が
圃
で
は
、
世
界

阿
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
、
高
齢
化
の
ピ

1

』
ク
時
(
二

O
二
0
年
代
)
に
は
、
四
人
に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
の
高

村
齢
者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

宏
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
ち
、
誰
も

騨
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
の
実
現
が
、
大
変
重
要
な
課

の
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

{疋策
国
に
お
い
て
は
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
の
本
格
的
な
高
齢
化
社
会

畑
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
元
年
度
に
高
齢
者
保
健
福
祉
十
か
年
戦
略

f

一
で
(
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
)
を
策
定
し
、
在
宅
福
祉
を
中
心
と
し
た
保
健
・

A

品
古語
一
面
柾
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
確
実
に
押
し
寄
せ
て
来
る
高
齢
化
の
波
の
中
で
、

誰
も
が
老
後
を
楽
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
生
き
が
い
と
豊
か
さ
が

実
感
で
き
る
町
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
「
長
浜
町
老
人

保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

(単位:人)

町全体人口と高齢者数

虚
↑
要

12000 
11000 
10000 
9000 
8000 
7000 
6000 
5000 
4000 
3000 
2000 
1000 。

計
画
の
内
容
と
期
間

こ
の
計
画
一
は
、
高
齢
者
の
置
か
れ
て

い
る
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
、
誰
も
が

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
必
要
な
質

の
高
い
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
気
軽

に
安
心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
保
健
・

福
祉
・
医
療
等
と
関
係
行
政
機
関
と
の

緊
密
な
連
携
を
図
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
平
成
五

年
度
を
初
年
度
と
し
た
十
一
年
度
ま
で

の
七
か
年
計
画
で
す
。

高
齢
者
の
現
況
と

今
後
の
高
齢
化
率
推
移

一
平
成
五
年
四
月
の
当
町
の
人
口
は
、

一
万
一
千
二
十
人
で
、
昭
和
五
十
五
年

の
人
口
一
万
二
千
三
百
十
四
人
と
比
較

す
る
と
、
一

C
・
五
%
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。高
齢
化
率
(
総
人
口
に
占
め
る
六
十

五
歳
以
上
の
人
口
)
に
つ
い
て
は
、
平

成
五
年
四
月
の
調
査
で
二
四
・
一
%
と

全
国
平
均
一
二
%
、
愛
媛
県
平
均
一
六
・

二
%
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
最
終
午
度
で
あ
る
手
成

十
二
年
で
は
、
推
計
人
口
八
千
八
百
六

十
五
人
に
対
し
、
高
齢
者
二
千
八
百
八

十
一
人
の
高
齢
化
率
ゴ
三
・
五
%
と
急

敢
な
過
疎
・
高
齢
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

要
援
護
高
齢
者

状
況
と
今
後
の

高
齢
化
率
推
移

高
齢
化
が
進
む
我
が
国
に
お
い
て
、

都
市
・
地
方
を
問
わ
ず
、
核
家
族
化
や

扶
養
意
識
の
変
化
等
に
よ
り
、
事
た
き

り
、
痴
呆
性
、
虚
弱
、
障
害
な
ど
で
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

当
町
に
お
け
る
寝
た
き
り
の
高
齢
者

は
、
平
成
四
年
四
月
現
在
で
五
十
五
人
、

痴
呆
性
高
齢
者
は
二
十
人
(
三
年
十
月

現
在
)
、
虚
弱
高
齢
者
は
百
十
五
人

(
三
年
十
月
現
在
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

計
画
目
標
年
次
の
平
成
十
一
年
度
に

お
け
る
要
援
護
高
齢
者
の
推
計
は
、
寝

た
き
り
高
齢
者
が
六
十
二
人
、
痴
呆
性

高
齢
者
が
二
十
四
人
、
虚
弱
高
齢
者
が

百
二
十
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
@
保
健

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

状
況
と
目
標
量

高
齢
化
、
核
家
族
化
な
ど
、
家
庭
機

能
が
変
容
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
当
町
で
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な
お
、
当
町
に
お
け
る
保
健
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
現
況
と
計
画
目
標
年
次
の

目
標
量
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

老
衰
、
心
身
の
障
害
及
び
傷
病
等
の

た
め
に
、
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る
お

お
む
ね
六
ト
半
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る
家
庭
に
対
し
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
し
、
介
護
・
家
事
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
家
族
の
介
護
負

担
の
軽
減
を
国
る
た
め
、
当
町
で
は
、

九
人
の
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
一アイ

ピ

在
宅
の
虚
弱
老
人
や
寝
た
き
り
の
お

年
寄
り
に
対
し
て
は
、
近
隣
市
町
村
の

施
設
へ
パ
ス
で
送
迎
し
、
日
常
動
作
訓

練
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
入
浴
・
給
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
、
高
齢
者
の
心
身

機
能
の
維
持
や
生
活
支
援
を
行
い
、
家

族
の
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス

家
族
が
病
気
や
旅
行
な
ど
で
、
寝
た

き
り
高
齢
者
な
ど
の
介
護
が
で
き
な
い

場
合
、
介
護
者
の
代
わ
り
に
(
原
則
と

し
て
一
週
間
以
内
)
、
近
隣
市
町
村
な

ど
の
施
設
で
一
時
的
に
高
齢
者
を
保
護

す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
の
社
会
参
加

や
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

緊

急

通

報

用

電
話
機
設
置
事
業

六
l
五
歳
以
上
の
独
居
老
人
宅
に
、

緊
急
通
報
用
電
話
機
を
設
置
し
、
独
居

老
人
の
急
病
や
事
故
等
に
素
早
く
対
応

す
る
た
め
、
二
十
凶
時
間
体
制
で
管
理

す
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
、
平
成
一
一
一

年
度
か
ら
導
入
し
四
年
度
ま
で
に
人
台

設
置
し
て
い
ま
す
。

移
動
入
浴
車
サ
1
ピ
ス

家
族
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
平
成
五
年
度
か
ら
移
動
入
浴
車
を

導
入
し
、
高
た
き
り
老
人
の
入
浴
ザ
l

ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

給
食
サ
ー
ビ
ス

地
域
の
民
生
児
童
委
員
、
婦
人
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
よ
り
、
独
居
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

月
三
回
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。保
健
サ
ー
ビ
ス

健

康

三I!...
j;'o 

が
ん
検
診
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
目
的
に
胃
・
肺
・
子
宮
・
乳
・
大

査

腸
の
五
項
目
に
分
け
て
実
施
し
て
お
り
、

ま
た
、
成
人
病
検
診
に
つ
い
て
も
、
予

防
と
早
期
発
見
を
目
的
に
、
脳
卒
中
・

心
臓
病
・
高
血
圧
な
ど
の
循
環
器
系
疾

患
ヤ
肝
臓
疾
患
、
貧
血
、
糖
尿
病
、
じ

ん
疾
患
な
ど
の
集
団
検
診
を
年
一
回
、

存
地
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

健

康

相

談

高齢化社会に伴い保健・福祉の充実が課題となってます

「
自
分
の
健
康
は
白
分
で
守
る
」
と

い
う
基
本
的
理
念
の
実
現
を
目
的
と
し

て
、
各
地
区
公
民
館
及
び
集
会
所
で
健

康
相
談
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
保
健
婦
に
よ
る

き
め
細
か
な
指
導
や
助
言
な
ど
の
健
康

相
談
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、
血

圧
測
定
及
び
検
尿
な
ど
で
す
。

健

康

教

育

「
自
ら
の
健
康
は
白
ら
守
る
」
と
い

う
認
識
と
自
覚
を
高
め
、
成
人
病
予
防

や
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

一
般
健
康
教
育
と
重
点
健
康
教
育
に
分

け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
般
健
康
教
育
は
、
成
人
病
予
防
、

中
高
年
女
性
の
健
康
管
理
、
老
年
期
の

健
康
管
理
、
正
し
い
食
生
活
に
関
す
る

講
演
会
を
は
じ
め
、
地
区
別
栄
養
教
室

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
重
点
健
康
教

育
で
は
、
糖
尿
病
予
防
、
病
態
別
健
康

教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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家
庭
で
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
人

や
健
康
診
査
な
ど
の
結
果
で
、
指
導
が

必
要
と
認
め
ら
れ
た
人
な
ど
に
対
し
て
、

主
治
医
と
の
連
携
の
も
と
に
看
護
婦
、

保
健
婦
が
訪
問
し
、
痩
養
・
看
護
方
法

の
幅
広
い
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

機

能

訓

練

脳
卒
中
の
後
遺
症
や
老
化
な
ど
で
、

身
体
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
、

当
町
に
お
け
る

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
現
況

養
護
老
人
ホ
ー
ム

六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
身
体
上
や

環
境
上
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
自
宅
で

介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対

象
に
、
養
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

入
所
施
設
で
す
。

当
町
に
は
、
昭
和
三
十
四
年
に
建
設

さ
れ
た
老
人
ホ
I
ム
白
山
園
が
あ
り
、

現
在
、
入
所
定
員
五
十
人
に
対
し
て
四

十
八
人
が
入
所
さ
れ
、
二
十
四
時
間
体

制
の
も
と
、
看
護
婦
@
寮
母
な
ど
十
六

人
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

理
学
痘
法
士
の
指
導
に
よ
る
機
能
訓
練

を
平
成
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
作
業
療
法
士
、

保
健
婦
に
よ
る
巨
常
動
作
訓
練
、
手
芸

や
ゲ
I
ム
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
も

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
よ
り
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

健
康
手
帳
の
交
付

健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
e

啓
発
、
及
び
自
己
の
健
康
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
目
的
で
、
医
療
等
の
記
録

を
行
う
手
帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
i
ム

身
体
上
や
精
神
上
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
お
お

む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
自
宅
で

介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対

象
に
、
養
護
・
介
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
入
所
施
設
で
す
。

当
町
で
は
、
大
洲
・
喜
多
特
別
養
護

老
人
ホ
l
ム
事
務
組
合
で
建
設
し
て
い

る
五
十
崎
町
の
「
神
南
荘
」
や
内
子
町

の
「
み
ど
り
苑
」
な
ど
の
町
外
施
設
と

連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
お
り
、
現
在
、

十
四
人
の
方
が
入
所
し
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

当
町
で
は
、
「
み
ど
り
苑
」
と
委
託
契

約
を
結
ぴ
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
位
量
寸
を
行
つ

て
お
り
、
当
町
か
ら
現
在
七
十
六
人
の

方
が
、
月
三
回
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

当
町
で
は
、
「
神
南
荘
」
と
「
み
ど

り
苑
」
に
委
託
契
約
を
結
び
対
応
し
て

お
り
、
平
成
四
年
度
で
は
、
四
人
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
標
年
次
に
お
け
る

施

設

整

備

計

画

養
護
老
人
ホ
ー
ム

養
護
老
人
ホ
l
ム
「
白
山
園
」
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
関
連
施
設

を
総
合
的
に
集
約
で
き
る
適
地
を
調
査

選
定
し
、
平
成
七
年
度
か
ら
用
地
買
収

と
施
設
整
備
を
図
る
予
定
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
i
ム

大
洲
・
喜
多
等
、
広
域
圏
内
の
整
備

需
要
や
県
全
体
の
整
備
進
捗
状
況
等
を

踏
ま
え
て
、
保
健
福
祉
施
設
の
関
連
施

設
に
併
設
し
、
定
員
五
十
人
を
目
標
と

し
た
施
設
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

デ
イ
サ
!
ビ
ス

計
画
目
標
年
次
ま
で
に
、
大
洲
・
喜

多
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
事
務
組
合
で
、

一
日
当
た
り
利
用
人
員
十
五
人
以
上
と

平成5年4月現在 平成12年(目標量)

福祉サ ビス

デイサービス 町外施設 864人 1か所 4，884人

ショートスァイサービス 今 73日 10床 1，262日

移動入浴サービス 576人 1，528入

養護老人ホーム lか所(定員50人) 1か所(定員50人)

特別養護老人ホーム 町外施設 (14人) lか所(定員50人)

在宅介護支援センター 。か所 1か所

ケ ア ノ、 ウ ス 。か所 1か所

保健サービス

健康診査(町内受診率) 12.4% 33.4% 

健 康 相 談 182回 200回

健 康 教 育 68回 70図

訪 問 指 導 147回 471回

機 能 司I[ 練 。回 52回

保健センター 。か所 1か所

福祉・保健マンパワ

ホームヘルパー 9人 1 2人

保 健 婦 3人 6人

看 護 婦 。人 2人

理 詳Z子ι 療 法 土 。人 2人

栄 養 土 。人 l人

保健@福祉サービスの実施目標量
す
る
施
設
の
整
備
を
図
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
専
用
ベ
ッ
ト

特
別
養
護
老
人
ホ
I
ム
と
の
併
設
で

整
備
を
予
定
し
て
お
り
、
必
要
ベ
ッ
ト

数
十
床
の
整
備
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
健
康
診
査

等
の
対
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と

福祉サービスは延べ人数・日数です。※ 

を
目
的
と
し
て
、
そ
の
活
動
の
拠
点
と

な
る
施
設
で
す
。

当
町
で
は
、
各
種
の
保
健
サ
ー
ビ
ス

を
総
合
的
に
提
供
し
、
保
健
行
政
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
目
標
年
次

ま
で
に
は
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

各
種
の
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
総

合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
各
種
機
関
と

の
連
絡
調
整
を
行
い
、
地
域
の
要
介
護

高
齢
者
及
び
家
族
の
福
祉
向
上
を
目
的
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と
し
た
施
設
で
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
専
門
家
か
ら
介
護

の
相
談
指
導
が
二
十
四
時
間
体
制
で
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
福
祉
関
係
の

申
請
書
類
等
の
受
付
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
支
援
事
業
が
行
え
る
施
設
を
、
目

標
年
次
に
は
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
ケ
ア
ハ
ウ
ス

一
人
暮
ら
し
ゃ
夫
婦
の
み
の
高
齢
者

が
、
自
立
し
た
生
活
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
た
低
額
の
老
人
ホ
ー
ム

で
、
入
所
時
に
日
常
生
活
動
作
の
す
べ

て
に
介
助
を
要
せ
ず
、
痴
呆
等
に
よ
る

問
題
行
動
の
な
い
人
な
ど
を
対
象
と
し

た
入
所
施
設
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
容
に

つ
い
て
は
、
相
談
・
助
言
・
給
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
で
す
。

一一一一長浜町老人保健福祉計画

保
健
@
福
祉
の

環

境

整

備

二
十
一
世
紀
の
本
格
的
な
高
齢
化
社

会
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
保
健
・
福

祉
-
医
療
の
各
施
設
や
各
部
門
の
緊
密

な
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
総
合

的
に
機
能
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

こ
と
が
、
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
を
踏
ま
え
、
当
町
で

は
、
今
後
、
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー

ム
を
中
心
と
し
て
、
保
健
a

福
祉
・
医

療
等
の
連
携
と
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
総
合

的
推
進
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
保
健
・
福
祉

の
窓
口
の
統
合
に
つ
い
て
再
検
討
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
高
齢
者

ゼ
ロ
作
戦
の
展
開

寝
た
き
り
の
大
部
分
は
、
適
切
な
訓

練
と
介
護
に
よ
っ
て
、
十
分
に
予
防
・

治
療
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
当
町
で
は
、
寝
た
き
り
老
人

ゼ
ロ
作
戦
を
展
開
す
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
事
業
を
充
実
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

原
因
疾
患
の
発
生
予
防
・
・
・
寝
た
き
り

の
主
な
要
因
で
あ
る
脳
卒
中
や
骨
粗
繋

症
等
の
疾
患
を
予
防
し
て
い
く
た
め
、

中
壮
年
期
か
ら
の
食
生
活
、
運
動
等
生

活
週
間
の
改
善
指
導
を
充
実
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

脳
卒
中
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用
:
・
脳

卒
中
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
発
症
や

退
院
の
情
報
を
早
期
に
把
握
し
、
適
切

な
食
事
や
運
動
等
の
生
活
改
善
指
導
を

行
い
、
新
た
な
発
症
や
再
発
防
止
に
努

め
ま
す
。

訪
問
指
導
の
充
実
強
化
'
・
・
在
宅
要
介

護
者
に
対
し
、
適
切
な
指
導
や
ニ

l
ズ

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
保
健
、
福
祉
、
医
療

計
と
の
協
力
に
よ
る
在
宅
ケ
ア

酢
を
推
進
し
ま
す
。

を
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
j
ンヨ

樹
ン
の
提
供
:
・
在
宅
要
介
護
者

持
を
寝
た
き
り
に
し
な
い
た
め

保
に
、
残
存
能
力
の
維
持
・
向

駒
上
を
図
る
た
め
、
適
切
な
リ

堆
ハ
ビ
リ
テ
l
シ
ヨ
ン
サ
I
ピ

動
ス
を
行
い
ま
す
。

日

啓

発

活

動

の

展

開

i
「寝

臥
た
き
り
は
予
防
で
き
る
」
と

に
い
う
意
識
の
普
及
と
、
寝
た

配
き
り
の
状
態
を
防
止
す
る
た

め
の
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま

す。
総
合
的
な
福
祉
拠
点

施

設

の

設

置

当
町
に
は
、
養
護
老
人
ホ

I
ム
を
設

置
し
て
い
ま
す
が
老
朽
化
が
著
し
く
、

早
急
な
移
転
改
築
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
、
用
地
に
つ
い
て
も
、
立
地
環
境
を

考
慮
し
な
が
ら
設
置
場
所
を
調
査
検
討

中
で
す
。

な
お
、
隣
接
地
に
は
、
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
意
識
の
高
揚
と
増
進
を
図
る
目

的
か
ら
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
、
保
育
所
移
転

改
築
等
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、
地
域
住

民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
総
合
的
な
施

設
を
整
備
し
た
福
祉
ゾ
l
ン
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い

対

策

の

推

進

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
誰
に
で

も
訪
れ
る
老
後
に
不
安
を
抱
い
て
い
る

方
は
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
明

る
い
毎
日
が
送
れ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
望
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

カ。

し
か
し
、
核
家
族
化
や
扶
養
意
識
の

変
化
な
ど
に
よ
り
家
庭
の
介
護
能
力
が

低
下
す
る
な
ど
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
当
町

で
は
、
高
齢
化
を
お
年
寄
り
ゃ
そ
の
家

庭
の
問
題
と
し
て
で
な
く
、
全
て
の
町

民
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
個
人
、
地

域
、
職
場
、
団
体
、
行
政
が
一
体
と
な

り
「
若
者
も
高
齢
者
も
、
誰
も
が
老
後

を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」
町
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
様
々
な
計
画
・
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
度
ま
で
の
整
備
目
標
に

向
け
て
、
増
大
・
多
様
化
す
る
高
齢
化

福
祉
問
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

保
健
・
福
祉
行
政
の
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
整
備
目
標

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住

民
を
は
じ
め
と
し
た
、
各
種
団
体
等
の

皆
さ
ん
の
保
健
福
祉
に
対
す
る
意
識
の

向
上
と
理
解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
が
大

切
と
な
っ
て
き
ま
す
。

当
町
で
は
、
「
長
浜
町
老
人
保
健
福

祉
計
画
」
に
沿
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等

の
育
成
に
努
め
、
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
「
町
づ
く
り
」
を
実
現
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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長浜大橋の誕生・特別減税一一一一

長
浜
大
橋
は
架
橋
さ
れ
て
か
ら
す
で

に
六
十
年
。
現
在
、
動
い
て
い
る
パ
ス

キ
ュ
ー
ル
式
道
路
可
動
橋
と
し
て
は
日

本
最
古
の
も
の
と
な
り
、
名
実
と
も
に

全
国
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
長
浜
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
動
く
橋
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
を
前
に
し
て
、
「
こ
の
大

橋
が
ど
の
よ
う
に
し
て
架
設
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
か
」
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ

と
は
、
郷
土
に
育
ち
、
郷
土
を
愛
す
る

我
々
町
民
に
と
っ
て
、
本
当
に
意
義
の

あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
西
村
兵
太
郎
町
長
は
、
昭
和

十
年
八
月
二
十
四
日
の
大
橋
開
通
祝
賀

会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。
「
私
が
こ
の
橋
の
架
設
を
思
い

つ
い
た
の
は
、
大
正
九
年
で
あ
り
ま
す
。

当
時
、
長
浜
町
か
ら
櫛
生
、
出
海
は

も
ち
ろ
ん
、
西
宇
和
郡
磯
津
村
に
面
す

る
各
村
の
状
態
は
、
本
県
と
し
て
最
も

へ
ん
ぴ
な
地
域
で
、
一
日
わ
ず
か
に
一

往
復
か
ら
二
往
復
の
小
型
船
の
便
が
あ

る
だ
け
で
し
た
。
し
か
も
、
秋
か
ら
初

春
に
か
け
て
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
が
欠

航
続
き
で
、
長
浜
町
か
ら
櫛
生
の
聞
は

わ
ず
か
二
皇
(
八
回
)
の
短
距
離
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
道
は
悪
く
七
畝
七
谷
と

い
う
難
所
が
あ
り
、
そ
の
上
、
度
々
強

盗
な
ど
が
出
没
し
て
い
ま
し
た
。
日
中

で
さ
え
、
女
、
子
供
は
、
一
人
で
の
通

行
を
嫌
が
っ
て
い
た
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、

出
海
村
を
越
え
て
川
之
石
や
八
幡
浜
へ

行
け
る
と
は
、
誰
も
夢
に
ま

で
も
恩
わ
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
地
域
に
散
在
す

る
村
落
の
文
化
が
、
ど
ん
な

に
遅
れ
て
い
る
の
か
は
、
想

像
も
つ
か
な
い
事
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
が
発
起
人
と

な
り
、
各
村
を
勧
誘
し
て
、

大
正
九
年
郡
村
道
長
浜
j
川

之
石
線
道
路
改
修
組
合
を
設

立
し
、
同
時
に
こ
の
長
浜
大

橋
の
架
橋
を
計
画
し
た
訳
で

あ
り
ま
す
。

当
時
、
こ
の
計
画
を
発
表

す
る
と
、
社
会
の
有
力
者
と

西村兵太郎氏

一
言
わ
れ
る
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
れ
を

笑
い
話
と
し
、
喜
多
郡
の
首
長
た
ち
は
、

「
夢
物
語
り
」
と
し
て
少
し
も
相
手
に

し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
郡
制
廃
止
に
よ
り
、
県
道
編

入
の
陳
情
を
続
け
た
結
果
、
大
正
十
年

五
月
県
道
路
線
ζ

し
て
正
式
に
認
め
ら

れ
、
道
路
工
事
の
進
捗
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
架
橋
に
つ
い
て
は
、

政
友
、
民
政
の
政
党
聞
の
争
い
の
渦
中

に
巻
き
込
ま
れ
、
幾
多
の
波
乱
を
見
た

こ
と
は
実
に
遺
憾
に
思
う
次
第
で
あ
り

ま
す
。
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
年
、
長
浜
、
櫛
生
架
橋
期
成

同
盟
が
結
成
さ
れ
る
と
、
当
時
の
尾
崎

県
知
事
(
政
友
党
系
)
は
、
「
橋
を
つ架橋される以前の肱川河口

け
た
い
な
ら
政
友
会
に
入
会
せ
よ
」
と

町
長
在
職
期
間
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

民
政
党
の
県
議
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

西
村
氏
に
電
報
を
打
つ
な
ど
、
架
橋
を

妨
害
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
六
年
の
通
常
県
議
会

で
は
、
民
政
党
系
の
笹
井
知
事
、
議
員

は
民
政
党
が
絶
対
多
数
と
い
う
状
況
に

加
え
て
、
議
長
は
西
村
兵
太
郎
と
い
う

絶
好
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
中
で
開
会
さ

れ
、
激
し
い
討
論
の
末
、
長
浜
大
橋
の

架
設
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
の
で
す
。

「
夢
物
語
り
」
と
評
さ
れ
た
こ
の
大

橋
が
初
志
一
貫
、
幾
多
の
困
難
を
克
服

し
、
昭
和
十
年
八
月
二
十
三
日
見
事
に

完
成
し
、
六
十
年
経
過
し
た
今
日
も
可

動
し
て
い
る
姿
に
感
動
を
覚
え
誇
り
に

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
し
て
も
、
同
年
九
月
十
三
日

急
逝
さ
れ
た
西
村
兵
太
郎
町
長
を
思
う

時
、
そ
の
卓
越
し
た
見
識
と
偉
大
な
る

足
跡
に
感
銘
を
深
く
す
る
と
と
も
に
、

長
浜
大
橋
は
、
私
た
ち
の
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
思
い
ま

す。
升

品

…

…

一

円

…

脱

出

一

山

川
町
@
県
民
税
の
鋪

帯
別
減
税
に
つ
い
て
川

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
六

年
度
分
の
町
・
県
民
税
の
所
得
割
額
の

二
割
が
特
別
減
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

当
町
で
は
、
前
年
寄
得
に
係
る
町
・

県
民
税
を
六
月
か
ら
翌
年
三
月
の
十
期

に
分
け
て
徴
収
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
減
税
額
分
を

第
一
期
(
六
月
)
と
第
二
期
(
七
月
)

を
徴
収
し
な
い
こ
と
で
対
応
す
る
た
め
、

平
成
六
年
度
の
町
・
県
民
税
(
減
税
後

税
額
)
の
徴
収
に
つ
い
て
、
集
合
徴
収

で
は
第
三
期
(
八
月
)
か
ら
第
十
期

(
三
月
)
の
八
期
間
で
、
特
別
償
収
で

は
八
月
か
ら
翌
年
五
月
給
与
分
の
十
か

月
で
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
十
万
円
を
十
期
に
分
け
て

概
収
し
て
い
た
税
額
が
、
二
割
減
税

(
八
万
円
に
な
る
)
の
た
め
、
第
一
期

と
二
期
(
二
万
円
分
)
を
徴
収
し
な
い

こ
と
に
よ
り
、
減
税
を
対
応
す
る
も
の

で
す
(
端
数
の
あ
る
場
合
は
、
第
三
期

〈
八
月
〉
に
ま
と
め
て
徴
収
し
ま
す
。
)
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
と
固
定
資

産
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お

り
六
月
か
ら
の
十
期
徴
収
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
区
長
等
を
通
じ
て
納
付
す
る
集

合
徴
収
で
町
・
県
民
税
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
六
月
・
七
月
分

の
集
合
徴
収
税
(
国
民
健
康
保
険
税
、

固
定
資
産
税
、
六
・
七
月
分
の
町
・
県

民
税
の
徴
収
は
な
し
)
と
八
月
分
か
ら

三
月
分
ま
で
の
集
合
徴
収
税
の
納
付
額

が
変
わ
る
等
、
変
則
な
横
収
方
法
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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I竜 イ呆

町
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す

簡
易
保
険
積
立
金

還

元

融

資

事

業

郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金
は
、
公
保
険
積
立
金
の
還
元
融
資
ご
億
四
千
二

共
の
利
益
を
図
る
た
め
、
そ
の
一
部
が
百
二
十
万
円
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
な

地
方
に
還
元
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
生
活
環
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

境
整
備
に
有
効
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す。
長
浜
町
で
は
、
平
成
五
年
度
に
簡
易

一一一一人権作文@町職員異動など

着々と整備が、進む櫛生漁港

簡易保険積立金還元融資事業

事 業 名 最虫 資 額

町道上老松~一ノi頼線外5件改良工事 10，920万円

町道柿ノ久保線外 2件舗装工事 3，620万円

林道大戸~樫谷本支線開設補助 1.860万円

櫛性漁港修築事業 2.790万円

i 港湾事業負担金 3，380万円

l 防火水槽新設工事 2件 620万円

ト住宅新築資金貸付事業 520万円

510万円

2億 4，220万円

園
私
に
は
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が

一
い
ま
す
。
で
も
、
い
つ
で
も
な
か

一
が
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
休
み
時
間
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ

一
り
ま
し
た
。

一
私
は
、

A
ち
ゃ
ん
と

B
ち
ゃ
ん

一
に
「
あ
そ
ぼ
。
」
と
言
い
ま
し
た
。

一
す
る
と

B
ち
ゃ
ん
が
ち
ょ
っ
と
い

一
ゃ
な
顔
を
し
て
A
ち
ゃ
ん
に
、
「
ど

一
う
す
る
。
」
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
、

一
「
私
と
あ
そ
ぶ
の
が
い
や
な
の
か
な
あ
o

一
」
と
心
の
中
で
思
い
ま
し
た
。
で

一
も
、

A
ち
ゃ
ん
は
に
っ
こ
り
わ
ら
っ

一
て
、
「
い
い
よ
。
」
と
一
言
っ
て
く
れ

一
た
の
で
、
す
ご
く
ホ
ッ
と
し
ま
し

一
た
。
三
人
で
あ
そ
ん
で
い
る
と
、

園

C
ち
ゃ
ん
が
来
て
、
「
私
も
な
か
ま

一
に
入
れ
て
。
」
と
一
言
い
ま
し
た
。
す

一
る
と
、
ま
た

B
ち
ゃ
ん
が
「
C
ち
ゃ

一
ん
が
入
っ
て
き
た
。
や
め
よ
う
よ
。
」

一
と
言
っ
て
い
や
な
顔
を
し
た
の
で
、

一
私
は

C
ち
ゃ
ん
の
こ
と
が
、
と
て

掴
も
か
わ
い
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
「
ど
う
し
て

B
ち
ゃ
ん
そ
ん
な

こ
と
を
一
言
う
の
。
」
と
言
い
か
え
し

一
て
や
り
た
か
っ
た
け
ど
、
で
き
ま

一
せ
ん
で
し
た
。
し
ば
ら
く
の
間
み

一
ん
な
だ
ま
っ
た
ま
ま
で
、
と
て
も

一
い
ゃ
な
か
ん
じ
だ
っ
た
け
れ
ど
、

園

A
ち
ゃ
ん
が
や
さ
し
い
声
で
、
「
み

住宅改修資金貸付事業

言十

ん
な
で
あ
そ
ぽ
う
よ

B
ち
ゃ
ん
。
み
ん

な
で
あ
そ
ん
だ
方
が
楽
し
い
よ
。
」
と

一
言
っ
た
の
で
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
、
心
の
中
で

B
ち
ゃ
ん

ば
か
り
せ
め
て
い
た
自
分
が
と
て
も
は

ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

A
ち
ゃ
ん
の
一
言
で
、
み
ん
な
の
顔

も
心
も
パ
ツ
と
明
る
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

B
ち
ゃ
ん
は
、
す
こ
し

と
ま
ど
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
す
ぐ
に
み

友だちのやさしさ

小学三年生

ん
な
で
な
か
よ
く
あ
そ
ぶ
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
や
っ
ぱ
り
A
ち
ゃ
ん
の
お
か

げ
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。

も
し
あ
の
と
き
だ
れ
も
何
も
一
言
わ
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、

C
ち
ゃ
ん
は
ど
ん

な
に
か
な
し
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
私

だ
っ
た
ら
、
な
い
て
し
ま
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

A
ち
ゃ
ん
は
本
当
に
ゅ
う

気
の
あ
る
や
さ
し
い
人
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

私
の
ク
ラ
ス
は
男
子
四
人
女
子
八
一

人
で
人
数
は
少
な
い
け
れ
ど
、
と
き
一

ど
き
け
ん
か
を
し
て
い
る
の
を
見
か
一

け
ま
す
。
で
も
私
は
、
な
か
な
か
ゆ
一

う
気
が
な
く
て
、
と
め
る
こ
と
が
で
一

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
自
分
が
け
ん
か
一

を
し
た
と
き
、
「
ご
め
ん
ね
。
」
と
一

す
な
お
に
一
言
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
一

す
。
あ
と
で
、
い
つ
も
こ
う
か
い
す
一

る
の
に
1
0

で
も
、
こ
れ
か
ら
は
A
ち
ゃ
ん
の
一

よ
う
に
、
ゅ
う
気
を
も
っ
て
友
だ
ち
一

に
や
さ
し
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。
一

そ
し
て
、
こ
ま
っ
て
い
る
人
が
い
た
一

ら
、
た
す
け
て
あ
げ
る
人
に
な
り
た
一

い

で

す

。

一

A
ち
ゃ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
.
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お知らせ

老
齢
年
金
受
給
者
に

他
の
年
金
が
生
じ
た
ら

速
や
か
な
届
け
出
を

老
齢
福
祉
年
金
(
従
来
か
ら
引
き
継

が
れ
た
障
害
・
遺
族
基
礎
年
人
孟
を
含
む
)

は
、
他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
年
金
が

支
給
さ
れ
な
い
方
を
保
護
す
る
目
的
で

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
次
に

該
当
す
る
場
合
は
、
年
金
の
-
部
ま
た

は
全
額
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

間
他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
年
金
を

受
け
ら
れ
る
場
合

山
山
本
人
、
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者

(
障
害
基
礎
年
金
は
本
人
の
み
)
に
一

定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合

①
老
齢
福
祉
年
金
と
他
の
制
度
の
年

政令で定める額

661，000円

部分の年金が支給されません

金
を
合
算
し
た
額
が
、
政
令
で
定
め
る

額
(
六
十
六
万
四
千
円
自
一
平
成
五
年
四

月
)
よ
り
も
低
い
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
全
額
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
老
齢
福
祉
年
金
と
他
の
制
度
の
年

金
を
合
算
し
た
額
が
、
政
令
で
定
め
る

額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
額

に
つ
い
て
老
齢
福
祉
年
金
の
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す
。

③
障
害
基
礎
年
金
な
ど
は
、
そ
の
額

が
政
令
で
定
め
る
額
よ
り
も
多
く
、
他

の
制
度
の
年
金
と
比
べ
て
多
い
と
き
、

他
の
制
度
の
年
金
に
相
当
す
る
額
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

①
j
③
の
例
を
図
で
一
示
す
と
上
記
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
公
的
年
金
の
支
給
理
由
が
戦

争
公
務
で
、
階
級
が
大
吋
以
下
の
場
合

は
全
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

他
の
制
度
か
ら
年
金
・
恩
給
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
役
場

国
民
年
金
保
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
今
ま
で
受

ヴ
取
っ
て
い
た
年
金
を
返
還
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か

な
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
二
十
蔵
以

上
六
十
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
に

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

職
種
な
ど
に
よ
り
、
加
入
す
る
種
類

が
次
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

第
二
号
被
保
険
者
i
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

第
一
一
一
号
被
保
険
者
;
第
二
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

第
一
号
被
保
険
者
・
:
第
三
号
被
保
険

者
及
び
第
二
一
号
被
保
険
者
で
な
い
方

こ
の
う
ち
、
第
二
号
被
保
険
者
に
つ

い
て
は
、
勤
務
先
が
届
け
出
を
し
ま
す

の
で
、
ご
自
身
で
加
入
手
続
き
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
一
号
被
保
険
者

及
び
第
三
号
被
保
険
者
の
方
は
、
ご
自

身
で
加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ぽ
な
り

ま
せ
ん
。

加
入
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
今
す
ぐ
、
住
民
塗
録
を
し
て
い
る

市
町
村
役
場
で
加
入
の
手
続
き
を
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
加
入
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
詳

し
〈
は
、
役
場
の
園
長
年
金
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
田
宮

.
4
A
H
弓
d
v』

4
s
s
d気
品
目
日
間

SE--
罰

p
h
E
E品
h
冒
u
-
4
d
z

ー
農
薬
の
取
扱
は
慎
重
に

i

一
殺
虫
剤
や
除
草
剤
な
ど
は
、
決
め

一
ら
れ
た
使
用
法
を
守
っ
て
正
し
く
使

一
え
ば
、
大
変
便
利
な
も
の
で
す
が
、

一
使
用
方
法
を
一
つ
間
違
え
ば
、
致
命

一
傷
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

一
れ
の
農
薬
に
は
、
環
境
や
人
体
へ
の

一
影
響
に
配
慮
し
て
、
使
用
方
法
や
処

一
分
方
法
が
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

一
取
り
扱
い
説
明
書
や
注
意
書
き
を
よ

一
く
読
ん
で
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と

一
に
注
意
し
て
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

幽、っ
農
薬
は
、
必
要
な
だ
け
購
入
し
て

一
完
全
に
使
い
き
り
、
使
い
残
し
た
良

一
薬
は
、
聖
書
出
に
引
き
取
っ
て
も
ら
フ

一
た
り
、
次
に
使
、
つ
ま
で
鍵
の
か
か
る

一
場
所
に
厳
重
に
保
管
す
る
よ
う
に
し

一
ま
し
ょ
う
。

一
空
に
な
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

一
は
、
す
ば
や
く
焼
却
処
分
し
て

f
ど

一
も
な
ど
が
遊
ば
な
い
よ
う
に
注
意
し

-
つ
一

い

ふ

圃

I
U
 

古

品

開

ナ
一
つ
合
住
陶

』
宮
川+」
。
.

宜
保
」
1
4
4
取
一
の
E

薬
一

曲
辰
一

ん
幽
C々

回

皆
一

ま
し
ょ
う
。

や
む
得
ず
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
場
合
一

は
、
中
身
が
完
全
に
な
く
な
っ
て
い
一

る
こ
と
を
確
認
し
て
、
燃
え
る
も
の
一

と
燃
え
な
い
も
の
別
に
厳
重
に
梱
包
一

し
た
後
、
農
薬
が
入
っ
て
い
た
こ
と
一

が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
一

、っ。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
仁
注
意
し
、
一

取
り
扱
い
に
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
一

だ
さ
い
。
農
薬
の
容
器
だ
と
知
ら
な
一

い
で
収
集
し
た
り
、
分
別
す
る
と
思
一

わ
ぬ
事
故
が
起
こ
り
大
変
危
険
で
す
。
…

収
集
や
分
別
作
業
の
安
全
を
考
え
、

農
薬
の
容
器
は
、
き
ち
ん
と
出
し
ま
一

し

よ

う

。

一
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ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
東
京
消
防
庁
人

事
部
人
事
課
採
用
係
(
盟
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル

O
一一一

O
i
一
一
九
l
八
八
二
)

ま
た
は
役
場
総
務
謀
(
宮
五
二

l

二

一
一
・
帰
二

O
一
一
一
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
庁
消
防
宮
募
集

六
年
度
採
用
試
験
案
内

東
京
の
消
防
庁
で
は
、
平
成
六
年
度

の
消
防
官
採
用
試
験
を
次
の
通
り
行
い

ま
す
。
こ
の
試
験
は
、
干
東
京
都
の
消
防

業
務
に
従
事
す
る
東
京
消
防
庁
消
防
官

の
試
験
で
す
。

{
受
験
資
格
一
昭
和
四
十
年
四
月
ニ
日

か
ら
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
(
大
学
卒
業
者
除
く
)

一
申
込
方
法
一
所
定
の
受
験
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
貼
付
の
う

え
、
申
込
期
間
中
に
東
京
消
防
庁
人
事

部
人
事
課
採
用
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
G

{
申
込
期
間
}
平
成
六
年
七
月
一
日
か

笠

親バカにつける妙薬
~家庭教育講演会~

募

郵
政
職
員
の
募
集

伊
予
長
浜
郵
便
局

郵
政
省
で
は
、
平
成
六
年
度
郵
政
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

ゴ下司

n 

暫

買

i融

{
受
験
資
格
一
昭
和
四
十
四
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

長浜町では、テレピ「みせ・けん」ラ

ジオなどでおなじみの三瀬先生(弁護士)

を招いて、家庭教育講演会を開催します。

入場は無料ですので、

ご近所お誘いのうえ、

ご来場ください。

[ u時 1 7月 2 4日
(日)午後 1時 30分

~3 時

; 【場所1町体育館大ホ-
: }レ

i講師】三瀬顕さん(大洲市出身)
! なお、詳しくは、教育委員会社会教育
i 課 (宮 52-1 1 1 1 ・佑)2161)ま
1 て本ご、i宝章各くだ、さしミ。

一
受
付
期
間
]
平
成
六
年
七
月
一
日
か

ら
平
成
六
年
七
月
八
日
ま
で

一
試
験
日
一
平
成
六
年
九
月
十
一
日

{
申
込
先
一
人
事
院
四
国
事
務
局
(
干

七
六
O

高
松
市
松
島
町
一
丁
目
十
七
I

三

三

宮

O
八
七
八
l
三一

1
四
七
六

五
)
舛

務

職

員

{
受
験
資
格
}
昭
和
一
二
十
九
年
四
月
一
一

日
か
ら
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

{
受
付
期
間
}
平
成
六
年
七
月
一
日
か

ら
平
成
六
年
七
月
十
五
日
ま
で

一
試
験
日
}
平
成
六
年
八
月
三
十
一
日

一
申
込
先
}
四
国
郵
政
局
人
事
部
人
事

課
(
一
T
七
九
0
1九
七
松
山
市
宮
田

町
八
1
五

宮

O
八
九
九
i
一二六
I
五

一一一一七)

詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
込
先
ま

た
は
伊
予
長
浜
郵
便
局
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

税
務
職
員

(
税
務

大
学
校
生
)
募
集

国
税
庁
で
は
、
平
成
六
年
度
税
務
職

員
(
税
務
大
学
校
生
)
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

税
務
職
員
は
、
国
家
公
務
員
採
用
E

種
試
験
(
税
務
)
の
合
格
者
の
中
か
ら

採
用
さ
れ
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
方
は
、

陸③;毎@空

錨事

語主Z監臨霊盟理
宅暮主息杢杢 ι

造主て竺喜云器
二段 二主高庁
八七 等対等で
歳年 陸象学は
以高 海に校
上等 空、卒平
二学 士陸業成
十校 )・見七

税
務
大
学
校
普
通
科
に
入
校
し
、
約
一

年
間
、
大
学
水
準
の
教
養
と
税
務
の
専

門
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
教
育
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

{
受
験
資
格
}
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
一

H
か
ら
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

{
受
付
期
間
}
平
成
六
年
七
月
一
日
か

ら
平
成
六
年
じ
月
八
日
ま
で

{
試
験
日
}
平
成
六
年
九
月
十
一
日

一
申
込
先
}
人
事
院
四
国
事
務
局
(
千

七
六
O

高
松
市
松
島
町
一
丁
目
一
七
l

二
一
二
高
校
国
税
同
人
事
第
二
課
及
び

最
寄
り
税
務
署
)

詳
し
く
は
、
高
松
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
研
修
係
(
君
。
八
七
八
i
一一二

1

三
一
一
一
)
ま
で
お
問
い
令
わ
せ
く
だ

さ
い
。

七

歳

未

満

の

男

女

一

一
給
与
}
初
任
給
(
月
額
十
五
万
五
一

千
三
百
円
)
期
末
、
勤
勉
手
当
の
他

各
種
手
当
が
勤
務
や
勤
務
条
件
に
よ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

{
衣
食
住
]
食
事
、
宿
舎
費
無
料
の

ほ
か
、
被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
又
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

一
手
当
}
特
別
退
職
手
当

詳
し
く
は
、
市
町
村
ま
た
は
自
衛

隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

雇
用
促
進
事
業
団
・
愛
媛
雇
用
促
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
雇
用
促
進
住
宅
(
大

洲
市
五
郎
)
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
雇
用
促
進
住
宅
は
、
雇
用
保
険

の
被
保
険
者
で
扶
養
家
族
の
あ
る
人
が

入
居
で
き
る
住
宅
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

{
間
取
り
}
一
一

D
K

一
家
賃
}
一
万
七
千
六
百
円
(
共
益
費

二
千
五
百
円
)

な
お
詳
し
く
は
、
ハ
ロ

I
ワ
ー
ク
大

洲
公
共
職
業
安
定
所
(
宮
一
一
四
i
一二一

視
揮
麗
一
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、ν



-10-

生活排水対策など一一一一一

家
庭
ょで

き
る
生
活
排
水
対
策

っ
と
し
た
と
夙
く
ぼ
り
が

間
海
の
水
質
保
全
日

川
や
海
は
憩
い
の
場
と
し
て
、
あ
る

い
は
生
活
用
水
、
産
業
用
水
の
水
源
と

し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
貴
重

な
財
産
で
す
。
こ
の
水
質
を
保
つ
こ
と

ほ
、
私
た
ち
住
民
す
べ
て
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
す
。

国
で
い
い
、
川
や
海
の
水
質
に
つ
い
て
、

人
の
健
康
保
護
や
生
活
環
境
の
保
全
の

う
え
で
椎
持
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基

準
を
、
水
質
環
境
基
準
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
っ
と
こ
ろ
が
近
年
の
長
浜
町
内

で
は
、
こ
の
水
質
基
一
墜
を
達
成
で
き
な

い
河
川
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に

は
、
降
雨
量
な
ど
の
季
節
要
因
に
よ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
汚
れ
の
原
因
の

大
半
は
生
活
排
水
で
す
。

生
活
排
水
と
は
、
し
尿
と
日
常
生
活

に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
台
所
、
洗
濯
、

風
巴
な
ど
か
ら
の
排
水
を
い
い
、
こ
の

内
の
し
尿
を
除
い
た
も
の
を
生
活
雑
排

水
と
い
い
ま
す
。
汚
れ
の
最
は
、
生
物

化
辛
的
酸
素
要
求
量

(
B
O
D
)
と
い

う
数
僚
で
表
し
、
家
庭
で
一
人
が
一
日

に
排
出
す
る
B
O
D
は
約
四
一
二

g
と一言

す
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
駅

で
は
し
尿
が
一
一
一
一

g
(
三

O

賄
%
)
、
生
活
雑
排
水
が
三

U
o
g
(七
O
%
)
と
な
り

の
て
い
ま
す
。
し
尿
仕
法
律

川
上
未
処
理
の
ま
ま
で
放
流

川
が
禁
止
さ
れ
、
ほ
ほ
全
量

て
が
浄
化
槽
や
し
尿
処
理
場

わ
(
大
洲
市
に
あ
る
清
流
園
)

肱
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
し
か
し
、
台
所
な
ど
の
生

日
活
雑
排
水
は
、
ほ
と
ん
ど

私
が
未
処
理
の
ま
ま
川
や
海

馴
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

!
こ
の
た
め
、
川
や
海
の

汚
れ
の
嵐
因
の
約
七
O
%
は
、
生
活
排

水
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
台

所
排
水
は
、
栄
養
分
を
た
っ
ぷ
り
含
ん

で
い
る
た
め
に
、
水
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
を
異
常
発
生
さ
せ
、
水
中
の
酸
素
が

減
っ
て
生
物
の
住
め
な
い
「
く
さ
っ
た

水
」
状
態
に
な
り
ま
す
。

各
家
庭
の
排
水
は
わ
ず
か
で
も
、
集

ま
る
と
膨
大
な
量
に
な
り
ま
す
。
家
庭

で
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
気
ず
か
い
が
大

き
な
効
果
を
生
む
の
で
す
。
食
べ
残
し

た
小
皿
の
醤
油
を
魚
が
住
め
る
よ
う
に

き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は
普
通
の
浴
槽

で
一
杯
半
分
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
だ
と
八
杯

分
の
水
が
必
安
な
の
で
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら

実

行

し

よ

①
米
の
と
ぎ
汁
、
汁
も
の
や
ピ

1
ル 川や海の汚れの原因は生活排水です

の
残
h

り
、
魚
の
血
水
な
ど
は
い
っ
た
ん

容
器
に
た
め
て
土
中
に
吸
い
込
ま
せ
る
、

植
木
に
や
る
な
ど
の
工
夫
を
し
よ
う
。

②
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
を
、
排
水

に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

③
流
し
台
に
は
一
二
角
コ
ー
ナ
ー
や
ス

ト
レ
ー
ナ
ー
を
必
ず
置
き
、
ろ
紙
や
古

い
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
敷
い
て
、
少
し
で

も
く
ず
や
か
す
を
集
め
よ
う
。

④
食
器
に
つ
い
て
油
や
ソ
I
ス
、
マ

ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
は
、
洗
う
前
に
拭
き
取

ろ、っ。⑤
合
成
洗
剤
の
使
用
を
控
え
、
石
け

ん
を
使
、
っ
。
ど
う
し
て
も
合
成
洗
剤
を

使
う
と
き
は
、
原
液
を
そ
の
ま
ま
使
わ

ず
、
あ
ら
か
じ
め
薄
め
の
液
を
つ
く
り
、

量
も
撞
え
め
に
使
お
う
。

⑥
使
い
残
り
の
油
は
、
古
新
聞
に
し

み
こ
ま
せ
た
り
、
牛
乳
パ
ッ
ク
に
紙
や

ボ
ロ
布
を
詰
め
て
し
み
こ
ま
せ
、
ガ
ム

テ
l
プ
で

μ
止
め
し
て
か
ら
燃
え
る
ご

み
に
出
そ
う
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
家
庭
で
手
軽
に
で

き
る
発
生
源
対
策
と
し
て
、
私
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
生
活
排
水
対

策
や
ち
ょ
っ
と
し
た
心
く
ば
り
が
川
や

海
に
与
え
る
負
荷
(
ダ
メ
ー
ジ
)
を
軽

減
し
、
川
や
海
の
浄
化
と
水
質
の
保
全

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
地

球
に
、
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
長
浜
に
や

さ
し
い
行
動
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

h

つ

しか
っ
こ
い
い
か
ら
、
荷
物
を
た
く
さ

ん
積
み
た
い
か
ら
等
の
理
由
で
、
自
動

車
を
不
正
改
造
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

自
動
車
は
、
構
造
装
置
に
つ
い
て
、

保
安
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
の

基
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
、
運
行
で
き

ま
せ
ん
。

保
安
基
準
に
適
合
し
な
い
よ
う
な
、

不
正
改
造
を
行
っ
た
自
動
車
は
、
危
険

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
排
出
ガ
ス
、

交
通
騒
音
な
ど
を
発
生
さ
せ
て
、
社
会

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

運
輸
省
で
ほ
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

本
年
度
も
六
月
・
七
月
の
二
か
月
間

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
を

全
国
的
に
展
開
し
ま
す
。

危
険
で
社
会
の
迷
惑
と
な
る
不
正
改

造
車
を
排
除
し
、
自
動
車
を
正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う
。
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撃 える
動脈硬化とは.• 

第4盟動脈覇化

動脈硬化とは、動脈(血液を心臓から肺または身体の各組織に送り出す血管)の内壁にコレス

テロールや中性脂肪などの脂質、老廃物などが付着して内腔が狭くなり、動脈が本来のしなやか

さを失って覗くなることで、 4歳頃には、初期の動脈硬化病変が現れると言われています。

動脈硬化には、脳・肺・腎臓などの細い動脈に出現する「細動脈硬化」と心臓の冠状動脈、大

動脈、頚動脈など比較的太い動脈に出現する「動脈硬化」があり、一般的に動脈硬化と言われる

時は、後者を指す場合が多く、高脂血症がこの動脈硬化の主な原因となっています。

一方、高血圧や糖尿病などが原因となって起こる細動脈硬化は、診断で確認することは困難で

すが、高血圧が長く続いたり、眼底検査で動脈硬化性変化が見られた時などに、その存在が疑わ

れます。動脈硬化は、年齢ととも

に進行し、その進行度は個人によ

り大きく異なりますが、動脈硬化

を発症させたり、病状を進行させ

る諸条件(危険因子とか、リスク

ファクターと日乎んでいる)には、

改善の期待できる因子と、できな

い因子があります。

改善の期待できない因子

①性 別 B・・ 一般に女性より男性の方が動脈硬化が進行しやすい。

②年 齢 ・・・ 一般に動脈硬化は、加齢に伴い進行するので、年をとった人は、年をとってい

ない人に比べて症状などの発症は早くなる。

③家族歴 ・・・ 動脈硬化性疾患が家族内にあれば、その人にとっても発症の確率は高くなる。

改善の期待できる困子
①高血圧症 ②高脂血症 ③喫煙 ④糖尿病 ⑤肥満 ⑥高尿酸血症 ⑦ストレスなど

動脈硬化は、習慣病と言われています。そして、危険因子が示すように食生活をはじめ、その

人の生活習慣と関連が強い疾患です。

古くから「人は動脈とともに老いる」と言われますが、血管障害を発症してから動脈硬化の治

療を開始しでも、動脈硬化を小さくするのはほとんど不可能で、生命をおびやかす血管障害や後

遺症に常に悩まされ、再発におびえながら余生をおくらなければならなくなります。

長い年月、危険因子が繰り返し血管に作用して発病する動脈硬化は、予防こそが大切であり、

特に、小児期からのよい習慣づくりが、最も重要なことなのです。まさに「予防にまさる治療な

し」なのです。
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相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

{
門
口
時
}
平
成
六
年
七
月
十
二
日
(
火
)

午
前
九
時
j
午
後
九
時

一
電
話
番
号
}
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

(
O

一二

0
1
0
二
五
l
五
五

O
)

女
性
に
関
す
る

辛
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E
H
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=
=
ロ
4
A
t
=
=
ロ
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扇
風
機
は
使
用
前
に

必
ず
自
己
点
検
を

な
こ
と
に
注
意
し
、
十
分
な
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

①
羽
根
の
回
転
や
モ
ー
タ
ー
部
の
熱
、

ニ
オ
イ
、
音
な
ど
に
異
常
が
な
い
か
。

②
プ
ラ
グ
が
抜
け
て
い
な
い
か

③
タ
イ
マ
ー
ツ
マ
ミ
が
「
切
」
に
な
っ

て
い
な
い
か

④
ガ

i
ド
が
変
形
、
ま
た
は
、
ガ
ー

ド
や
羽
根
の
取
り
付
け
が
ゆ
る
ん
で
い

な
い
か
こ
の
外
、
何
か
異
常
が
あ
れ
ば
、
発

煙
・
発
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
使
用
を
中
止

し
、
必
ず
販
売
庖
等
に
ご
相
談
く
だ
さ

し

ぬ
れ
た
手
で

さ
わ
ら
な
い
よ
う
に

四

国

電

日
増
し
に
暑
く
な
り
、
汗
を
か
き
や

す
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
時
季
は
、
水
を
さ
わ
る
こ
と
も

多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

汗
ば
ん
だ
、
あ
る
い
は
、
濡
れ
た
膚

や
手
足
の
ま
ま
で
電
気
器
具
(
コ
ン
セ

ン
ト
、
ス
イ
ッ
チ
、
電
気
製
品
等
)
に

触
れ
る
と
感
電
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

電
気
器
具
は
、
膚
、
手
足
等
の
汗
、

水
を
よ
く
ふ
い
て
か
ら
扱
い
ま
し
ょ
う
。

E 
~ 
垂
直E

ー
大
和
白
菊
短
歌
会

1

春
の
潮
大
き
く
干
き
て
苔
っ
き
し
開
閉

橋
の
橋
桁
洗
ふ

力

大

津

邦

子

ス
ト
ー
ブ
に
煮
ゆ
る
小
豆
が
た
ぎ
り
つ

つ
甘
き
香
に
立
つ
彼
岸
の
中
日

菊
地
ス
ミ
ヱ

雨
止
み
て
前
の
田
ん
ぼ
に
出
で
見
れ
ば

は
や
あ
ち
こ
ち
で
田
植
は
じ
ま
る

久
保
シ
ゲ
子

伊
予
柑
の
皮
は
ぎ
す
れ
ば
部
屋
中
に
薫

り
た
だ
よ
ひ
心
な
ご
み
ぬ
仲

田

和

重

朝
々
に
田
ん
ぼ
見
回
る
吾
が
日
課
今
年

は
元
気
で
休
耕
固
な
し東
利

子

青
海
苔
を
踏
洗
ひ
す
る
老
吾
は
キ
ャ
リ
ー

に
七
個
日
暮
ま
で
洗
ふ藤
岡
喜
代
夫

春
ま
き
の
種
ま
く
時
期
の
近
づ
け
ば

あ

を

さ

青
海
苔
取
り
ま
で
に
と
急
ぎ
草
引
く

万
代
ナ
ガ
ヨ

う
か
ら
ら
と
緋
寒
桜
の
傍
に
ち
ち
は
は

語
り
香
焚
き
ま
つ
る
村
上
テ
ル
子

長
き
冬
よ
う
や
く
終
り
春
陽
さ
し
真
白

き
木
蓮
吾
の
眼
を
射
る山
口

道

男

プ
ラ
ン
タ
に
朝
夕
二
回
水
そ
そ
ぎ
手
が

け
し
キ
ュ

I
リ
サ
ラ
ダ
に
そ
え
る

渡
辺
ス
マ
子

俳

旬

H
大
和
小
学
校
H

風
り
ん
が
夏
の
お
と
ず
れ
知
ら
せ
て
る

五

年

奥

野

期

太

朝
風
に
そ
よ
ぐ
木
々
に
は
緑
あ
り

五

年

高

須

賀

仁

美

夏
が
来
た
ミ
ン
ミ
ン
ミ
ン
と
せ
み
の
声

五

年

上

野

絵

美

雨
あ
が
り
あ
じ
さ
い
ひ
か
る
キ
ラ
キ
ラ

と

五

年

稲

田

愛

あ
じ
さ
い
に
水
た
ま
で
き
て
き
れ
い
だ

な

五

年

細

川

奈

津

枝

汗
か
い
て
つ
か
れ
た
顔
に
か
き
氷

六

年

稲

田

靖

ぐ
ん
ぐ
ん
と
天
ま
で
届
け
ひ
ま
わ
り
の

花

六

年

谷

浦

淳

司

草
花
が
今
か
今
か
と
雨
を
待
つ

六

年

賓

生

な

つ

み

あ
じ
さ
い
は
空
の
な
み
だ
で
笑
っ
て
る

六

年

亀

岡

智

風
り
ん
の
音
に
聞
き
い
る
家
族
達

六

年

津

田

寿

子
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L
E
T
Sク
ザ
キ
シ
ゲ
①

あ
じ
さ
い
グ
ル
ー
プ
平
見
佳
子

車
問
じ
そ
の
佃
煮

ヰオ

来ヰ

青
じ
そ

き
ざ
み
こ
ん
ぶ

い
り
こ
け
ず
り

い
り
ご
ま

薄
日
し
よ
う
ゆ

み
り
ん

砂
糖

五
O
O
g
一
袋
二
袋
二
袋

五
カ
ッ
プ

一
カ
ッ
プ

三
O
O
g

紹介コーナー

{
作
り
方
〕

①
き
ざ
み
こ
ん
ぶ
を
洗
っ
て
、
水
に

つ
け
て
お
く
。

②
青
じ
そ
は
、
洗
っ
て
十
枚
ぐ
ら
い

づ
っ
に
重
ね
て
丸
め
、
線
切
り
に
す
る
。

③
き
ざ
み
こ
ん
ぶ
を
ざ
る
に
打
ち
上

げ
、
水
を
切
っ
て
お
く
。

④
し
よ
う
ゆ
、
砂
糖
、
み
り
ん
を
沸

か
し
、
火
を
弱
め
て
か
ら
、
青
じ
そ
、

き
ざ
み
こ
ん
ぶ
を
入
れ
て
、
一
時
間
ぐ

ら
い
炊
く
。

⑤
火
を
止
め
る
直
前
に
、
い
り
こ
け

ず
り
と
い
り
ご
ま
を
入
れ
る
。

料
理
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

青
じ
そ
は
、
出
は
じ
め
の
や
わ
ら
か

い
も
の
を
使
う
こ
と
。

すンバ
天劫庵長浜高校美術部

平見佳子さん

長
浜
ク
ラ
ブ
で
は
、
年
齢
の
差
を
越

え
て
、
日
々
、
運
動
不
足
と
ス
ト
レ
ス

解
消
の
た
め
、
週
一
回
、
勤
労
者
体
育

館
セ
ン
タ
ー
で
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。楽しく・明るくをモットーに頑張っている長浜クラブの皆さん

私
達
は
、
個
性
豊
か
な
明
る
く
笑
い

の
絶
え
な
い
雰
囲
気
と
人
と
人
と
の
出

逢
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
試
合
の
勝

敗
に
は
関
係
な
く
、
楽
し
く
、
明
る
く

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
練
習
に
励
ん
で
い

る
素
敵
な
チ
l
ム
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切

に
息
の
長
い
ク
ラ
ブ
と
し
て
頑
張
り
ま

す
の
で
、
私
達
と
素
敵
な
汗
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
宮
本
浩
子
(
宮
五
二

1

0
六
六
七
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
部
員
}
上
田
明
子
、
真
鍋
悦
子
、
平

田
豊
子
、
池
田
セ
ヨ
子
、
宮
本
伸
子
、

大
塚
さ
っ
き
、
神
崎
麻
理
、
宮
本
浩
子
、

曽
根
美
幸
、
菊
地
洋
子
、
塩
野
幸
子
、

楠
野
幸
子
、
大
田
智
恵
子

一
練
習
日
}
毎
週
金
曜
日
(
午
後
八
時

か
ら
九
時
三
十
分
)
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今
坊
を
花
い
っ
ぱ
い
に

ルポ@長高全国大会出場

ー
ゅ
う
や
け
の
会
が

花
壇
づ
く
り
j

六
月
十
日
、
今
坊
の
国
道
三
七
八
号

沿
い
で
、
今
坊
ゅ
う
や
け
の
会
に
よ
る

花
壇
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
会
員
ら
約
三

十
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て
、
美
し
く
住
み
よ
い
地
域
マ
つ
く
り

を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
古
タ
イ

ヤ
で
造
っ
た
花
壇
に
、
サ
ル
ビ
ア
や
夕

顔
な
ど
の
苗
約
一
一
百
本
が
植
栽
さ
れ
た
。

健
康
と
安
全
を
願
っ
て

ー
斉
藤
山
で
お
神
楽
奉
納
1

町第
内七五
タ十四月
か長二
ら I兵卜
訪斉三
れ藤日
た山
約ま斉
τコ ィコ 豆事五
百り一日
3ミ五世の

恥 ... 刊一 J甑十 II山
橿冒 可恥 噛賦一人イノ国

町内外から多数訪れた神楽奉納 でオモで

リ

d叱~téフ
~、

賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
毎
年
、
厄
除
け
や
家

内
安
全
な
ど
を
願
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
石
鎚
神
社
の
田
窪
権
禰
宜
ほ

か
に
よ
る
神
事
、
も
ち
ま
き
な
ど
が
行

わ
れ
た
後
、
藤
縄
神
楽
が
奉
納
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
一
年
間
の
健
康
と

安
全
な
ど
を
祈
噛
し
な
が
ら
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
た
。

名
所
@
旧
跡
を
訪
れ
て

1
青
年
大
学
が

長
浜
再
発
見
j

六
月
五
日
、
長
浜
の
歴
史
と
文
化
の 地域を花いっぱいにと植栽する会員たち

園
道
沿
い
に
火
の
用
心

ー
長
浜
支
署
が

防
火
看
甑
設
置
i
J

五
月
二
十
七
日
、
国
道
三
七
八
号
沿

い
の
喜
多
石
油
商
横
に
、
防
火
を
呼
び

か
け
る
縦
一
・
八
皿
、
横
一
二
・
山

m
の

防
火
看
板
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
看
板
は
、
火
災
予
防
の
一
環
と

し
て
、
大
洲
消
防
署
長
浜
支
署
々
員
が

手
作
り
で
作
製
し
た
も
の
で
、
看
板
に

は
、
今
年
の
防
火
標
語
で
あ
る
「
安
心

素
晴
ら
し
き
を
再
確
認
し
よ
う
と
、
長

浜
町
青
年
大
学
に
よ
る
オ
リ
エ
ン
テ
l

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
町
内
の
表
者
約
-

F

十
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
イ
ズ
問

題
を
解
き
な
が
ら
、
旧
町
内
の
名
所
・

旧
跡
な
ど
を
訪
れ
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ

を
次
々
と
再
発
見
し
た
。

の
暮
ら
し
の
中
心
・
火
の
用
心
」
と
大

き
く
書
か
れ
て
い
る
。

国道沿いに設置された防火看板

長
高
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
出
場

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

再発見をとクイズに挑む参加者たち

八
月
六
日
(
土
)
、
宇
和
町
の
文
化

会
館
で
行
わ
れ
る
、
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
に
、
長
浜
高
校
郷
土
芸
能
ク

ラ
ブ
が
、
愛
媛
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。こ
の
文
化
祭
は
、
高
校
生
の
素
晴
ら

し
い
芸
術
発
表
の
場
と
し
て
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
国
各
都
道
府

県
の
代
表
が
、
芸
術
証
れ
る
太
鼓
や
踊

り
な
ど
を
披
露
す
る
も
の
で
す
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
本
町
の
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
「
豊
年
蹄
り
」
を
披
露
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
長
浜
高
校
生
徒
の
活
躍

に
こ
ぞ
コ
て
声
援
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
開
催
場
所
}
宇
和
町
文
化
会
館

一
出
場
日
時
}
八
月
六
日
(
土
)
午
前

十
時
j

(
予
定
)

な
お
、
出
場
者
は
次
の
方
々
で
す
。

小
西
荘
照
教
諭
、

O
河
地
希
(
山
海
)

中
国
文
昭
(
双
海
町
)
新
口
明
、
曽
我

宣
弘
、
菊
地
秀
一
(
以
上
下
須
戒
)
中

村
茂
(
出
海
)
源
野
卓
司
(
上
老
松
)

中
野
佳
子
(
黒
田
)
冨
田
博
美
(
長
浜
)

。
印
・
・
・
主
将

全国大会ヘ出場する郷土芸能クラブのみなさん



山
下
利
治
(
柴
)
宇
都
宮
俊
英
(
豊
茂
)

城
本
青
松
(
戒
川
)

事E

物

林
野
庁
長
官
賞
に

山
下
利
治
さ
ん

県
し
い
た
け
共
進
会

一
知
事
賞
一
等
}
中
嶋
正
一
(
柴
・
こ

う
し
ん
)
一
知
事
賞
二
等
一
叶
岡
悦
美

(
上
老
松
・
こ
う
し
ん
)
{
奨
励
賞
一

増
田
吉
邦
(
豊
茂
・
こ
う
し
ん
)
増
田

勝
敏
(
豊
茂
園
ど
ん
こ
)
渡
辺
キ
ヨ
子

(
豊
茂
・
ど
ん
こ
)
{
南
海
放
送
祉
長

賞
一
中
嶋
正
一
(
柴
・
こ
う
し
ん
)

町

長

賞

に

西
山
荒
雄
さ
ん

第
二
十
一
回
さ
っ
き
展

五
月
二
十
四
日
、
第
三
十
六
回
愛
媛

県
し
い
た
け
共
進
会
が
松
山
市
の
愛
媛

県
民
館
で
開
催
さ
れ
、
当
町
か
ら
も
多

数
出
品
し
、
次
の
方
々
の
作
品
が
入
賞

し

き

し

た

。

(

敬

称

略

〉

五
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
二
日

間
、
中
央
公
民
館
・
さ
つ
き
同
好
会
主

催
に
よ
ゐ
第
二
卜
一
回
長
浜
町
さ
っ
き

展
が
、
町
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
町
内

外
か
ら
一
立
百
人
の
観
賞
者
が
訪
れ
ま
し

た。

長官賞に輝いた山下さん

柏
潤

選

物

{
知
事
賞
二
等
}
叶
岡
広
志
(
上
老
松
・

厚
物
こ
う
こ
)
小
西
長
幸
(
柴
・
こ
ろ

し
ん
)
増
田
成
虎
(
豊
茂
・
ど
ん
こ
)

一
知
事
賞
三
等
}
上
満
武
友
(
柴
・
こ

う
し
ん
)
渡
辺
恭
↓
(
豊
茂
・
ど
ん
こ
)

後
藤
保
夫
(
戒
川
・
ど
ん
こ
)
{
奨
励
{
林
野
庁
長
官
賞
}
山
下
利
治
(
柴
)

賞
一
山
下
利
治
(
柴
・
こ
ろ
こ
)
{
愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会
々
長
賞
一

一
@
・
時
た
く
ま
し
く
、
勇
敢
な
男
に
な
っ
て
ほ
し
く
て
「
剛
気
」
一
ム
一
昨
日
間

HLip-J

一

川

内

仕

と

名

付

け

ま

し

売

。

一

一

教

育

委

員

会

主

菊

地

俊

正

予

婿

戒

)

島

J

病
気
十
々
一
三
二
、
二
一
一

UVAmNZJ襲
覇

譲

二

観

光

協

会

長

墨

田

中

毒

(

櫛

生

)

サ

人

け

が

な

ど

1
ι
i核予
想

議

総

れ

一

{

教

育

委

員

会

奨

励

賞

}

山

田

忠

雄

一

で

や

し

な

い

、

静

臨

輔

対

ム

…

J
K白
一
(
長
浜
)
{
愛
媛
新
聞
社
長
賞
}
岩
本

め

ち

元

気

な

子

轟

輯

司

ー

一

1
7
5
d
m
i日
一
勝
義
(
上
老
松
)
{
商
工
会
長
賞
]
熊

一

一

づ

き

賓

止

一

議

mrfm一十魚
川
被
一
町
一
野
輝
子
(
長
浜
)
亙
栽
同
好
会
名
誉

一

す

日

開

七

十

九

堅

持

三

ふ

竺

会

主

義

信

(

長

浜

)

{

西

田

興

計

沼

九

議

一

一

一

時

!

ト

ブ

瞬

間

一

日

町

長

官

、

主

的

J

J

一
戒
)
{
長
浜
冷
蔵
社
長
賞
一
高
沢
順
一

一一一一一一

?

t

(
父
H
幹
生
さ
ん
e

母
H
小
雪
さ
ん
」

日
(
長
浜
)
{
長
浜
青
果
農
業
協
同
組
合

な
お
、
さ
っ
き
展
に
は
、
町
内
か
ら

三
十
人
人
七
十
六
点
が
出
品
さ
れ
、
次

の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
。
(
敬
称
略
〉

長
賞
}
円
賀
志
秀
雄
(
長
浜
)
{
大
洲

自
動
車
販
売
社
長
賞
}
山
田
忠
雄
(
長

浜
)
【
南
部
ヤ
ク
ル
ト
社
長
賞
}
田
中

道
春
(
櫛
生
)
{
伊
予
銀
行
長
浜
支
届

長
賞
}
田
淵
金
定
(
下
須
戒
)
{
商
底

連
盟
賞
}
高
沢
順
一
(
長
浜
)
{
衣
料

品
組
合
賞
}
目
糞
志
秀
雄
(
長
浜
)
{

黒
田
農
園
間
々
長
賞
}
西
山
荒
雄
(
長
浜
)

般

の

部

賞
}
泉
隆
(
白
滝
)
{
長
浜
青
果
農
業

協
同
組
合
長
賞
一
嘗
川
一
孝
(
白
滝
)

{
大
洲
自
動
車
販
売
社
長
賞
}
丸
山
正

子
(
長
浜
)
{
南
部
ヤ
ク
ル
ト
社
長
賞

一
矢
野
ナ
ミ
子
(
長
浜
)
{
福
田
麗
賞

一
田
淵
知
子
(
下
須
戒
)
島
田
千
代
子

(
長
浜
)
{
審
査
委
員
長
賞
一
山
田
フ

ミ
ヱ
(
長
浜
)
{
審
査
委
員
一
同
賞
}

西
山
明
(
長
浜
)
{
盆
栽
同
好
会
賞
}

宮
本
紀
子
(
長
浜
)
{
長
浜
幼
稚
園
賞

一
西
山
米
子
(
長
浜
)
{
喫
茶
ど
ん
こ

賞
}
泉
豊
子
(
長
浜
)
{
日
本
エ
ビ
ネ

園
々
長
賞
一
鳥
田
光
子
(
長
浜
)
{
矢

野
ガ
ス
社
長
賞
}
島
田
保
贋
(
長
浜
)

{
明
治
牛
乳
長
浜
庖
長
賞
}
菊
地
富
美

子
(
下
須
戒
)
{
ゆ
み
洋
裁
届
賞
}
鎌

田
ハ
ル
子
(
長
浜
)

ほ
だ
木
育
成

岡
野
会
の
部

一一一一一歳です。ふるさとめぐり@表彰

{
中
央
公
民
館
長
賞
一
山
下
ス
ヱ
子

(
長
浜
)
{
文
化
協
会
長
賞
}
清
水
ト

キ
ム
(
長
浜
)
{
教
育
委
員
会
奨
励
賞

一
梶
田
美
好
(
仁
久
)
河
野
正
子
(
長

浜
)
{
盆
栽
同
好
会
長
賞
一
成
井
英
子

(
白
滝
)
{
西
田
興
産
柾
長
賞
}
二
官

敬
子
(
沖
浦
)
{
安
西
商
事
社
長
賞
}

佐
野
忠
義
(
白
滝
)
{
長
浜
冷
蔵
社
長
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「
長
浜
町
の
文
化
財
己
刊
行

有
形
・
無
形
の
歴
史
が
満
載

(有)岸本印刷印刷平成6年 7月1日発行平成6年 7月号広報ながはま

寄
付
採
納

O
櫛
生
保
育
所
平
成
五
年
度
卒
園
児
保

護
者

一
同
・
:
衣
類
整
理
ダ
ン
ス
一
樟
を

櫛
生
保
育
所
へ
。

O
今
坊
の
桐
田
信
枝
さ
ん
、
中
島
熊
男

さ
ん
、
岩
田
文
子
さ
ん
:
・園
児
用
机
二

台
を
喜
多
灘
保
育
所
へ
。

O
株
式
会
社
西
田
興
産
(
代
表
取
締
役
・

西
田
洋
二
、
有
限
会
社
長
浜
建
設

(
代
表
取
締
役
・
宮
本
勝
)
、
株
式
会
社

門
田
組
(
代
表
取
締
役
・
門
田
功
)
:
・

観
光
望
遠
鏡

一
基
を
長
浜
町
へ
。

匂》

結

婚

今
月
の
ト
ッ
プ
は
高
崎
毅
さ
ん

-
摩
弥
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

5
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

白

滝

沖

浦柴柴
沖

浦
白

滝柴
沖

浦

平成6年も後半を迎えた。 7月

は最も夏らしい季節であり、入道

雲は暑さの象徴でもある。海に山

に躍動的な人間関係が展開される。

登山や海水浴も盛んになるが、無

事故を祈る。学校も夏休みになり、

家族の対話も深まり人づくりの効

果は大きい。暦に目をやると、小

暑・大暑・初伏・中伏・土用の文

字が目をヲ|く。暑さに関係してい

る。小暑・大暑は本格的な夏にな

り酷暑を迎えること。初伏・中伏

も酷暑の期間をあらわす。初伏は

夏至の後の第3の庚(かのえ)の

目。 中伏は第 4の庚の目。土用は

立秋前 18日聞を指す。土用の入

5
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

イ主重長
信ー ;;，; 

町浜町

近高 氏

藤崎

摩

弥毅名

こ
の
た
び
、
長
浜
町
で
は
、
郷
土
の

歴
史
を
見
直
し
な
が
ら
、
文
化
の
薫
る

町
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
、
当
町
の

有
形
・
無
形
文
化
財
な
ど
を
掲
載
し
た

「
長
浜
の
文
化
財
」
の
改
訂
版
を
作
製

し
ま
し
た
。
カ
ラ
l
写
真
を
取
り
入
れ
、

活
字
を
大
き
く
体
裁
を
一
新
し
て
い
ま

す
。
希
望
の
方
に
は
、
配
布
致
し
ま
す

の
で
、
役
場
社
会
教
育
課
(
宮
五
二
l

一
一
一
一
・
倒
一
一
一
六
こ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

矢中西明岡棋大高
野嶋上智 崎 田原石

政光浩 浩治美貞
彦秀之稔幸夫保彦

長長長長長 二
女女男男男子女
ト-H・9

陽4量り甘士正E ま康ミ ぁ歩意 思
介在香効果な洋Z誠EブC~歩Z花か 古

長
男

黒

田

沖

浦
下
須
戒

櫛

生

今

坊
下
須
戒

沖

浦

大

谷

康

喜

武

田

守

大
田
正
一

梶
尾
英
二

松

下

努

冨

永

知

利

石
住
万
亀
男

長長
女女
矛口ゎ

圭日知E佳か亜ぁ有怖は鈴手
祐z志 し奈な希き夢む哉ゃ果か

女
四
男
長
女男

二
男

お
〈
や
み

5
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時
年
齢

白

滝柴
白

滝柴
豊

茂
下
須
戒

櫛

生

豊

茂

出

海

後菊菊矢久大大渡大

藤地地野保野成辺西

賓

高

次

善

啓
サ
ツ
キ

(
六
八
)

(六一

)

(一一一

一)

(
九
六
)

(
七
九
)

(
八
人
)

(七
三
)

(
八
六
)

(
九
八
)

ト
ラ
コ

薫亀久ユ

キ子子子

りの日を土用太郎 ・2日目を土用

三郎といい暑さの代名調。土用の

丑の日に鰻を食べるのも一般化 し

た。民俗行事の主なものに七夕と

盆があるが、農山村では旧暦に行

う所が多い。家庭教育の絶好の機

会でもあり、町おこし村おこしの

活性化の源動となりつつある。長

浜も各種の行事が企画され、年々

活気を呈し町民は活気づき、住み

よく豊かな町づくりへの足音が高

らかに響く。官民一体の新企画を

期待して止まない。

富
一
回
開
室
腎
弘
氏
司
い
霞

目

-iz申
告
フ
'
イ
-
吉
田
一
豆

海
水
浴
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
最
近
の
水
着
は
、
多
種
多
様
に

加
え
カ
ラ
フ
ル
な
の
で
、
海
岸
は
花
が

咲
い
た
よ
う
な
美
し
さ
に
変
わ
っ
て
い

る
と
聞
き
ま
す
・・・・・
・。

ま
た
、
こ
の
美
し
さ
に
、
夏
を
待
ち

わ
び
て
い
る
お
父
さ
ん
達
も
、
少
な
く

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

さ
て
今
夏
、
当
町
で
は
、
各
海
水
浴

場
で
海
聞
き
が
行
わ
れ
、
遊
泳
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
広
大
な
海
は
、
健
康
的
で

解
放
感
に
溢
れ
、
若
者
で
な
く
て
も
胸

を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る

一
方
、
時
に
は
、

自
然
の
厳
し
さ
を
容
赦
な
く
見
せ
つ
け

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、
海
水
浴
場
で
は
、
「
自
然
」

と
い
う
自
覚
と
認
識
を
持
ち
な
が
ら
、

細
心
の
注
意
を
払
い
、
事
故
の
な
い
楽

し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
(
い
)

数

人口をふやしましょう

5月末現在 前月との比較

10，901人 21人増

人 口 (男5，103人) (男16入場)
女5，798人 女 5人増

世帯数 3，744世帯 9世帯増

帯世口人


